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宗
派
を
超
え
て
内
外
の

代
表
が
集
ま
り
平
和
を
祈

る「
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
」

が
８
月
４
日
午
後
、
滋
賀
県

大
津
市
の
比
叡
山
延
暦
寺
で

行
わ
れ
た
。

　
「
集
い
」
は
１
９
８
６
年

に
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
２
世
の
提
唱
で
、
イ
タ

リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ
で
諸
宗
教

の
指
導
者
が
祈
り
を
捧
げ

た
「
平
和
祈
願
の
日
」
を
受

け
、
翌
87
年
に
当
地
で
開
か

れ
た
「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ

ト
」
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
も

の
。
天
台
宗
国
際
平
和
宗
教

協
力
協
会
、
天
台
宗
、
延
暦

寺
が
毎
年
開
催
し
、
今
年
で

38
回
目
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻

撃
な
ど
各
地
で
紛
争
が
続
く

中
、
仏
教
、
神
道
、
キ
リ
ス

ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
新
宗

教
な
ど
諸
宗
教
の
代
表
ら
約

４
５
０
人
が
参
集
、「
平
和

の
鐘
」
の
音
が
響
く
中
、
黙

祷
を
捧
げ
、
紛
争
解
決
や
環

境
保
全
な
ど
を
祈
っ
た
。

　

第
１
部
「
平
和
の
式
典
」

は
延
暦
寺
会
館
で
開
か
れ
、

細
野
舜
海
天
台
宗
宗
務
総
長

が
会
式
の
辞
で
、「
戦
後
80

年
、
悲
惨
な
犠
牲
を
も
た
ら

す
核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く
世

界
に
訴
え
る
べ
き
年
だ
」
と

述
べ
た
。

　
続
い
て
、
昨
年
12
月
、
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
代
表
委
員
の
田
中
煕

巳
（
て
る
み
）
氏
が
「
核
兵

器
も
戦
争
も
な
い
人
間
社
会

を
」
と
題
し
講
演
。

　
13
歳
の
１
９
４
５
年
８
月

９
日
、
長
崎
の
爆
心
地
か
ら

東
に
３
キ
ロ
離
れ
た
自
宅
で

被
爆
し
た
田
中
氏
は
、「
核

兵
器
は
人
間
と
し
て
使
っ
て

は
い
け
な
い
兵
器
だ
と
、
体

験
し
た
私
た
ち
は
心
か
ら
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
多
く
の
苦
難
は
あ
り
ま

し
た
が
、
全
国
の
被
爆
者
が

結
集
し
て
日
本
被
団
協
を
結

成
し
、
70
年
に
わ
た
る
運
動

の
中
で
、
核
兵
器
を
使
っ
て

は
い
け
な
い
と
世
界
に
呼
び

か
け
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
そ
う
い
う

意
味
で
の
『
核
の
タ
ブ
ー
』

が
定
着
し
て
き
た
の
で
、
戦

後
80
年
間
、
核
兵
器
は
使
わ

れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

日
、
大
変
危
険
な
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
、
参

加
者
は
感
銘
を
受
け
て
い

た
。

　
次
に
、
ユ
ニ
セ
フ
支
援
金

寄
託
式
が
あ
り
、「
世
界
の

子
ど
も
た
ち
の
福
祉
と
教
育

支
援
金
と
し
て
」
参
加
者
一

同
の
名
で
目
録
が
、
公
益
財

団
法
人
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

の
早
水
研
専
務
理
事
に
手
渡

さ
れ
た
。

　
第
２
部
は
一
隅
を
照
ら
す

会
館
前
の
「
祈
り
の
広
場
」

に
会
場
を
移
し
、
比
叡
山
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
神
社
神
道
と
仏

教
の
若
い
宗
教
者
代
表
が
朗

読
し
た
。

　

続
い
て
諸
宗
教
の
代
表

が
登
壇
し
、「
平
和
の
祈
り
」

が
黙
祷
で
捧
げ
ら
れ
た
。
登

壇
し
た
の
は
、
教
派
神
道
連

合
会・大
本
の
出
口
紅
教
主
、

全
日
本
仏
教
会
副
会
長
・
大

阪
府
佛
教
会
の
村
山
廣
甫
会

長
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合

会
・
カ
ト
リ
ッ
ク
京
都
司
教

区
の
大
塚
喜
直
司
教
、
神
社

本
庁
総
長
・
石
清
水
八
幡
宮

の
田
中
恆
清
宮
司
、
新
日
本

宗
教
団
体
連
合
会
理
事
長
・

大
慧
會
教
団
の
石
倉
寿
一

會
長
、
世
界
宗
教
者
平
和
会

議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員

会
の
戸
松
義
晴
理
事
長
、
世

界
連
邦
日
本
宗
教
委
員
会
議

長
・
神
道
扶
桑
教
の
宍
野
史

生
管
長
、
日
本
ム
ス
リ
ム
協

会
の
柏
原
良
英
会
長
、
ロ
ー

マ
教
皇
庁
の
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
・
モ
リ

ー
ナ
駐
日
全
権
大
使
、
お
よ

び
主
催
者
代
表
で
天
台
宗
の

藤
光
賢
第
２
５
９
世
座
主
。

　
続
い
て
海
外
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
披
露
が
あ
り
、
世
界
仏
教

徒
連
盟
の
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ

ア
リ
ー
会
長
と
ロ
ー
マ
教
皇

庁
諸
宗
教
対
話
省
長
官
の
ジ

ョ
ー
ジ
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ク

ー
バ
カ
ド
長
官
か
ら
の
平
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
代
読
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
藤
光
賢
天
台
座

主
が
「
平
和
と
は
…
人
と
人

が
、
自
己
の
主
張
に
重
き
を

置
く
の
で
は
な
く
、
相
手
の

立
場
を
お
も
ん
ぱ
か
り
、
慈

し
み
の
心
を
も
っ
て
作
り
上

げ
て
い
く
も
の
で
す
」
と
語

り
、
閉
式
の
辞
を
延
暦
寺
の

獅
子
王
圓
明
執
行
が
述
べ
終

了
し
た
。

　
先
頃
発
表
さ
れ

た
文
部
科
学
省
の

「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」（
令

和
６
年
度
）
に
よ

る
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
を

視
聴
し
た
り
、
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
の
時
間
が
長
い
児
童

生
徒
（
小
６
と
中
３
）
ほ

ど
、「
普
段
の
生
活
の
中

で
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
」

「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ

が
あ
る
」「
人
の
役
に
立

つ
人
間
に
な
り
た
い
」
と

考
え
る
割
合
が
低
い
と

い
う
▼
子
供
た
ち
の
平
日

の
学
校
外
で
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
保
護
者
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、
中
３
は
１
時

間
以
上
勉
強
す
る
と
い
う

割
合
が
58
・
９
％
で
、
令

和
３
年
度
よ
り
９
ポ
イ
ン

ト
低
く
な
っ
た
一
方
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ホ
を
２
時

間
以
上
使
っ
て
い
る
の
は

53
・
３
％
と
12
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。
小
６
で
も
同

様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
▼

ち
な
み
に
内
閣
府
の
調
査

で
は
、
ス
マ
ホ
の
使
用
時

間
が
長
い
ほ
ど「
孤
独
感
」

が
あ
る
人
が
多
い
と
い
う

結
果
も
あ
る
（「
孤
独
・

孤
立
の
実
態
把
握
に
関
す

る
全
国
調
査
」）
▼
前
述

の
文
科
省
調
査
で
は
、
保

護
者
が
ゲ
ー
ム
時
間
や
ス

マ
ホ
の
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
促
し
て
い
る
子
供
ほ
ど

時
間
が
短
い
。
無
論
こ
れ

だ
け
で
断
言
は
で
き
な
い

が
、
保
護
者
の
意
識
次
第

で
子
供
が
変
わ
る
可
能
性

も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

諸
宗
教
の
代
表
ら
450
人
が
参
集

黙祷する諸宗教の代表たち＝8月4日、滋賀県大津市の延暦寺「祈りの広場」

宗教サミット38周年
「世界平和祈りの集い」

比叡山
延暦寺


